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プレミアムマルチベンダーサポートサービス

プロアクティブなリスク管理で

マルチベンダーシステム全体の運用品質を統合サポート

経済安全保障推進法などで各省庁や業界から事業の安定稼働が求められ、事業の基盤であるITシステムの運用品

質管理が重要になっています。一方でITシステムはマルチベンダー構成が増え、運用業務は複雑化しています。

プレミアムマルチベンダーサポートサービス（以下、PMSS）は、構成情報や脆弱性情報等のデータを管理・照合し、

オンプレミス・クラウド環境のシステム構成とリスクを自動で可視化します。またパッチ適用やOSアップデートなどリスクの

対処支援までワンパッケージでサポートし、プロアクティブな運用を実現します。トラブルが発生した際も早期復旧に向

けた支援をワンストップで対応、マルチベンダーシステム全体の安定稼働を実現します。

サービス概要

構成情報と脆弱性情報の突合の自動化と、サポート員による迅速な影響調査・対処により脆弱性公開から対策完了までお客様システムがリスクに

曝される期間（リスク期間）を短縮します。

自社インフラの脆弱性を正しく把握するには、

使用製品やバージョン等を正確に管理して

おくことが必要

脆弱性や製品障害・サポート切れなど様々

なリスク情報を正しく把握し運用判断につな

げることが重要

サポート切れや障害による稼働影響を防止

するには日ごろのパッチ適用やアップデートが

できる人員・スキル確保が重要

マルチベンダーシステムの安定稼働に求められること

正確な構成管理 稼働リスクの管理 リスク対処に必要なリソース確保
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PMSSの特長

豊富な運用実績を生かし、お客様のICTインフラのリスク可視化から対処完了まで一気通貫でサポートします。

構成情報を最新＆正確に管理
最新のリスク状況を

自動特定・優先順位付け
マルチベンダー環境を
ワンストップでサポート

脆弱性や障害リスクのある製品を使

用していないかなど、インフラの現状を

正しく把握できます。

リスク検出を手間なく高精度で実施

できます。システムの重要度を加味し

たリスクスコアも確認でき、対処の要

否や優先度もスムーズに判断いただ

けます。

マルチベンダー製品のリスク・トラブル

対応を単一の窓口にお任せいただけ

ます。ベンダーとの調整や情報取りま

とめにかかる手間を削減できます。

サービスメニュー

自社の運用課題に合わせてメニューを選択いただけます。「システム構成情報管理」「脆弱性可視化」メニューについては、「スタートアップサービス」にて

事前検証を行ったうえで、本番環境への適用のご提案をさせていただきます。

ブロンズ

構成管理や脆弱性検知を手動で行っており、リスク検知のスピードや正確性に課題がある場合におすすめします。

シルバー

人手・スキル不足が問題でリスク対処に必要なパッチ適用等作業の遅延・長期化にお悩みの場合におすすめします。

ゴールド

マルチベンダーシステムのトラブルの原因切り分けや複数ベンダーとのやりとりに課題がある場合におすすめします。

システム構成情報管理

ブロンズ シルバー ゴールド

脆弱性可視化

障害情報可視化

装置ログ点検

パッチ適用
OSアップデート

ブロンズの提供内容＋

複合トラブル解決支援

シルバーの提供内容＋

システム構成情報管理

スタートアップサービス（事前検証メニュー）

脆弱性可視化 +α 実施結果アセスメント
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お問い合わせ先

プレミアムマルチベンダーサポートサービス

富士通株式会社 〒211-8588 神奈川県川崎市中原区上小田中４丁目１−１

お問い合わせフォーム：https://contactline.jp.fujitsu.com/contactform/csque03910/9101194/

ホワイトペーパー

ITインフラの「運用DX」に向けて、人手不足のIT部門の負荷を減らすには。

システム運用を自動化し、IT部門のリソースを解放する方法を解説します。

運用DXが課題に向けた解決策

PMSS適用事例

構成情報と脆弱性情報の突合の自動化と、サポート員による迅速な影響調査・対処により脆弱性公開から対策完了までお客様システムがリスクに

曝される期間（リスク期間）を短縮します。実際の負荷分散装置に対するCVSS9.4の脆弱性対処の社内実践例では情報公開の当日中に影響

調査・対処を完了し従来の運用に比べリスク期間の短縮（数週間→当日中）を実現しました。

サービスご利用イメージ

1．構成情報の最新化

対象機器の名前やOS、インストールされているソフトウェア名などインフラに関する多様な情報を自動で収集し、最新＆正確に管理します。インフラの

重要度や保守契約に関する情報も合わせて構成情報DBにて管理します。

2．脆弱性情報の収集・リスク評価

脆弱性スキャン結果とインフラ構成情報を自動突合します。脆弱性の緊急度だけでなく、該当インフラのシステムにおける重要度からリスクスコアを自

動算出します。脆弱性スキャンの導入・実行はお客様にてご対応いただきます。弊社別サービスにて導入いただくことも可能です。

3．脆弱性情報の可視化

脆弱性の発生状況とリスクスコアはWebポータルでいつでも確認可能です。

4．脆弱性への対処

お客様からのリクエストに応じ影響情報調査・スケジュール調整・パッチ適用作業を実施します。運用実践経験の豊富な技術者が担当するため安心

してお任せいただけます。パッチ適用・アップデート作業については対象製品の制限がございます。

脆弱性管理に課題がある場合の例

https://contactline.jp.fujitsu.com/contactform/csque03910/9101194/
https://mkt-japan.global.fujitsu/fj/gmu-coe-jp/2025/operational_dx/input.html?_gl=1*h2p5mu*_ga*MTYwMDIyNzIxMC4xNzUxOTUxNzIz*_ga_GSRCSNXHW8*czE3NTQwNTQwODQkbzQxJGcxJHQxNzU0MDU1Nzc3JGo1NCRsMCRoMA..
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